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平
成
二
十
年
三
月
十
日
（
月
曜
日
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

議
事
日
程
第
四
号 

 

平
成
二
十
年
三
月
十
日
（
月
）
午
前
十
時
開
議 

 

第 
 

一 
市
政
に
対
す
る
一
般
質
問 

 
 

① 
 
 
 

九
番 

今 

泉 

勝 

博 

君 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本
日
の
会
議
に
付
し
た
事
件 

 

議
事
日
程
に
同
じ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出
席
議
員
（
二
十
二
名
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
番 

 

舛 

甚 

英 

文 

君 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
番 

 

堰
野
端 

展 

雄 

君 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

三
番 
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越 

正 

美 

君 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

四
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桜 
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博 

幸 

君 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

五
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工 
藤 

正 
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君 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

六
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田 
中 

重 

光 

君 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

七
番 

 

野 

月 
一 

正 

君 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

八
番 

 

岩 

城 

康
一
郎 

君 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

九
番 

 

今 

泉 

勝 

博 
君 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

十
番 

 

漆 

畑 

善
次
郎 

君 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

十
一
番 

 

石 

橋 

義 

雄 

君 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

十
二
番 

 

小 

川 

洋 

平 

君 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

十
三
番 

 

東 
 
 

秀 

夫 

君 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

十
四
番 

 

赤 

石 

継 

美 

君 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

十
六
番 

 

畑 

山 

親 

弘 

君 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

十
八
番 

 

野 

月 

一 

博 

君 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

十
九
番 

 

赤 

坂 

孝 

悦 

君 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
十
番 

 

杉 

山 

道 

夫 

君 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
十
三
番 

 

戸 

来 
 
 

伝 

君 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
十
四
番 

 

竹 

島 

勝 

昭 

君 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
十
五
番 

 

野 

月 

忠 

見 

君 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
十
六
番 

 

沢 

目 

正 

俊 

君 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

欠
席
議
員
（
四
名
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

十
五
番 

 

豊 

川 

泰 

市 

君 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

十
七
番 

 

米 

田 

由
太
郎 

君 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
十
一
番 

 

江 

渡 

龍 

博 

君 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
十
二
番 

 

山 

本 

富 

雄 

君 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

説
明
の
た
め
出
席
し
た
者 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

市 
 
 
 
 

長 
 

中
野
渡 
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君 
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君 
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財
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中
野
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君 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

民 
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長 
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健
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君 
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光
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工
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小
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君 
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君 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

十
和
田
湖
支
所
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君 
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下
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道
部
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中
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實 

君 
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局
長 

 

佐
々
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隆
一
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君 
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仁 

視 
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務 
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長 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

監 

査 

委 

員 
 

髙 

野 

洋 

三 
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委 

員 
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崎 

健 

二 

君 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

事 

務 
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長 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

農
業
委
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信 

一 
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野
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部 
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君 
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務
の
た
め
出
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し
た
事
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局
職
員 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

事 
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局 
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田 

秀 

男 
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参 

事 
 

宮 
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子 
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中 
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淳 

一 
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午
前 

十
時 

 

零
分 

開
議 

〇
議
長
（
沢
目
正
俊
君
） 

出
席
議
員
は
定
足
数
に
達
し
て
い
ま
す
の
で
、
会
議
は

成
立
し
ま
し
た
。 

 
 

こ
れ
よ
り
本
日
の
会
議
を
開
き
ま
す
。 

 
 

本
日
の
議
事
は
、
議
事
日
程
第
四
号
を
も
っ
て
進
め
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

発
言
の
訂
正
に
つ
い
て 

〇
議
長
（
沢
目
正
俊
君
） 
こ
こ
で
発
言
訂
正
の
申
し
出
が
あ
り
ま
す
。 

 
 

観
光
商
工
部
長 

〇
観
光
商
工
部
長
（
小
山
田
伸
一
君
） 

三
月
七
日
の
赤
坂
議
員
の
再
質
問
に
対
す

る
私
の
答
弁
の
中
で
、
就
職
内
定
率
が
県
内
は
六
〇
％
と
発
言
い
た
し
ま
し
た
が
、

こ
れ
を
九
〇
％
に
訂
正
く
だ
さ
る
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

〇
議
長
（
沢
目
正
俊
君
） 

た
だ
い
ま
の
発
言
訂
正
の
申
し
出
は
、
議
長
に
お
い
て

こ
れ
を
許
可
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

日
程
第
一 

市
政
に
対
す
る
一
般
質
問 

〇
議
長
（
沢
目
正
俊
君
） 

日
程
第
一
、
市
政
に
対
す
る
一
般
質
問
を
行
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

今
泉
勝
博
君 

質
問 

〇
議
長
（
沢
目
正
俊
君
） 

九
番 

今
泉
勝
博
君 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 

（
九
番 

今
泉
勝
博
君 

登
壇
） 

〇
九
番
（
今
泉
勝
博
君
） 

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
た
だ
い
ま
今
泉
、
お
ま
え
一

人
の
お
か
げ
で
き
ょ
う
議
会
を
開
い
た
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
や
じ
だ
と
思
っ
て
、

ど
う
か
記
録
に
は
残
さ
な
い
よ
う
に
ひ
と
つ
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 

日
一
日
と
春
と
な
り
、
コ
ブ
シ
、
桜
の
芽
が
早
く
も
膨
ら
ん
で
お
り
ま
す
。
ま

た
、
き
の
う
、
き
ょ
う
と
非
常
に
天
候
が
よ
く
、
も
う
春
だ
な
と
、
け
さ
議
会
に

来
る
前
に
私
は
そ
の
よ
う
に
思
っ
て
議
会
に
臨
ん
で
お
り
ま
す
か
ら
、
き
ょ
う
は

ク
リ
ー
ン
な
質
問
を
し
ま
す
け
れ
ど
も
、
中
身
は
ち
ょ
っ
と
汚
れ
て
お
り
ま
す
か

ら
、
皆
さ
ん
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 
 

そ
れ
で
は
、
通
告
に
従
い
質
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
九
番
議
員
の
今
泉
勝

博
で
ご
ざ
い
ま
す
。
い
つ
も
な
が
ら
市
長
初
め
理
事
者
の
皆
様
、
一
般
質
問
、
今

議
会
の
三
日
目
と
な
り
、
非
常
に
お
疲
れ
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
議
員
の
皆
様
、
傍
聴
者
の
皆
様
、
い
ま
し
ば
ら
く
の
時

間
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 
 

私
は
、
昨
年
の
定
例
会
に
お
き
ま
し
て
も
伝
法
寺
金
目
地
区
産
業
廃
棄
物
処
理

施
設
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
が
、
今
回
再
び
こ
の
事
項
に
つ
い
て
お
伺
い
い
た

し
ま
す
。
五
十
七
万
五
千
ト
ン
、
な
ぜ
か
こ
れ
が
今
に
な
っ
て
八
十
四
万
ト
ン
、

二
十
六
万
五
千
ト
ン
も
ご
み
の
量
が
ふ
え
て
お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
再
び
ま

た
こ
の
問
題
に
つ
い
て
質
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
昨
今
の
環
境
を
取
り
巻
く

状
況
は
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
県
は
、
青
森
・
岩
手
県
境
産
廃
不
法
投
棄
問

題
で
二
〇
〇
〇
年
か
ら
二
〇
〇
二
年
度
調
査
で
、
青
森
県
側
現
場
に
日
本
最
大
級

の
産
廃
が
不
法
投
棄
さ
れ
、
そ
の
う
ち
の
大
部
分
は
揮
発
性
有
機
化
合
物
や
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
な
ど
有
害
物
質
に
汚
染
さ
れ
て
い
る
、
ま
た
は
医
療
廃
棄
物
が
広
く
混

入
し
て
い
る
有
害
産
廃
で
あ
る
と
推
定
し
ま
し
た
。
有
害
産
廃
は
、
普
通
産
廃
に

比
べ
て
取
り
扱
い
が
厳
し
く
、
処
理
施
設
も
限
ら
れ
、
今
で
も
実
施
し
て
き
た
撤

去
で
は
田
子
町
か
ら
青
森
市
と
八
戸
市
の
二
カ
所
の
民
間
処
理
施
設
に
ト
ラ
ッ
ク

で
運
搬
し
、
加
熱
処
理
を
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
県
で
は
二
〇
〇
八
年
度
以

降
の
撤
去
に
つ
い
て
、
廃
棄
物
の
比
重
見
直
し
に
よ
り
、
撤
去
対
象
量
が
増
加
す

る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
従
来
の
方
針
か
ら
転
換
し
て
危
険
性
が
高
い
特

別
管
理
産
廃
以
外
は
、
い
わ
ゆ
る
普
通
産
廃
は
埋
め
立
て
処
分
す
る
方
針
と
な
り

ま
し
た
。
も
っ
と
平
た
く
言
え
ば
、
有
害
物
質
を
多
量
に
含
む
特
別
管
理
産
廃
は

今
ま
で
ど
お
り
産
廃
中
間
処
理
施
設
へ
搬
入
し
、
加
熱
処
理
す
る
が
、
普
通
産
廃

は
管
理
型
最
終
処
分
場
に
搬
入
し
、
埋
め
立
て
処
分
す
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。 

 
 

と
こ
ろ
で
、
今
ま
で
産
廃
の
加
熱
処
理
を
県
か
ら
委
託
さ
れ
て
い
た
青
森
市
の



- 128 - 

産
廃
中
間
処
理
施
設
、
青
森
リ
ニ
ュ
ー
ア
ブ
ル
・
エ
ナ
ジ
ー
・
リ
サ
イ
ク
リ
ン
グ
、

株
式
会
社
青
森
Ｒ
Ｅ
Ｒ
周
辺
の
河
川
下
流
地
点
で
高
濃
度
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
が

検
出
さ
れ
、
環
境
基
準
を
超
過
し
た
こ
と
を
最
近
に
な
っ
て
知
っ
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。
し
か
も
、
私
が
青
森
市
の
地
元
町
内
会
長
に
照
合
し
た
と
こ
ろ
、
青
森

市
内
で
開
か
れ
た
説
明
会
で
の
青
森
市
幹
部
の
発
言
は
、
昨
年
六
月
に
県
が
行
っ

た
水
質
調
査
の
結
果
が
半
年
も
お
く
れ
て
青
森
市
に
報
告
さ
れ
た
こ
と
、
原
因
は

特
定
し
て
い
な
い
が
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
が
青
森
Ｒ
Ｅ
Ｒ
の
敷
地
か
ら
流
れ
出
た

可
能
性
が
高
い
こ
と
を
見
解
と
し
て
示
さ
れ
た
そ
う
で
す
。 

 
 

伝
法
寺
金
目
地
区
に
建
設
を
計
画
し
て
い
る
産
廃
中
間
処
理
業
者
は
、
昨
年
夏

に
十
和
田
市
長
の
意
見
書
を
添
え
て
青
森
県
知
事
あ
て
に
施
設
の
設
置
許
可
申
請

を
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
は
、
発
が
ん
性
の
高
い
物
質
で
あ

る
こ
と
は
皆
様
方
ご
承
知
の
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
青
森
Ｒ
Ｅ
Ｒ
は
国
内
最
大
規

模
の
産
廃
中
間
処
理
施
設
で
次
世
代
型
と
し
て
注
目
さ
れ
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
周
辺
河
川
で
二
・
八
ピ
コ
グ
ラ
ム
と
高
濃
度
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
が
検
出
、

環
境
基
準
を
超
過
し
、
地
元
町
内
会
や
青
森
市
民
は
不
安
に
感
じ
た
こ
と
と
思
い

ま
す
。 

 
 

一
方
、
県
か
ら
は
伝
法
寺
に
建
設
計
画
し
て
い
る
産
廃
中
間
処
理
業
者
へ
は
審

査
中
と
い
う
こ
と
で
設
置
許
可
は
お
り
て
い
な
い
よ
う
で
す
が
、
伝
法
寺
に
建
設

計
画
の
産
廃
中
間
処
理
業
者
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
対
策
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
完
全

分
解
は
万
全
と
言
え
る
の
で
し
ょ
う
か
。
改
め
て
十
和
田
市
の
高
度
な
政
治
判
断

が
求
め
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。 

 
 

そ
こ
で
、
一
点
目
の
質
問
は
、
今
回
青
森
Ｒ
Ｅ
Ｒ
の
近
く
の
河
川
下
流
で
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
類
が
環
境
基
準
を
超
え
た
と
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
十
和
田
市
と
し

て
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
の
か
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。 

 
 

二
点
目
の
質
問
は
、
産
廃
の
加
熱
処
理
の
是
非
を
改
め
て
問
う
も
の
で
あ
り
ま

す
。
新
聞
報
道
に
よ
れ
ば
、
二
月
二
十
三
日
開
催
の
県
境
不
法
投
棄
に
か
か
わ
る

原
状
回
復
対
策
推
進
協
議
会
の
席
上
で
、
県
の
担
当
者
が
加
熱
処
理
は
不
安
要
素

が
多
い
と
初
め
て
明
言
し
た
と
、
二
十
四
日
の
新
聞
記
事
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

今
ま
で
県
は
、
県
境
不
法
投
棄
に
つ
い
て
は
特
別
措
置
法
期
限
の
二
〇
一
二
年
度

ま
で
の
全
量
撤
去
に
向
け
、
加
熱
処
理
方
針
を
進
め
な
が
ら
地
元
の
理
解
を
得
て

き
た
は
ず
で
あ
り
ま
す
。 

 
 

伝
法
寺
に
建
設
計
画
の
産
廃
中
間
処
理
業
者
も
田
子
町
の
県
境
不
法
投
棄
に
係

る
産
廃
を
加
熱
処
理
す
る
と
地
元
町
内
会
で
の
説
明
会
で
も
繰
り
返
し
明
言
し
て

き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
昨
年
市
長
の
意
見
書
が
添
付
さ
れ
て
県
知
事
あ
て
に
施
設

の
設
置
許
可
申
請
が
提
出
さ
れ
て
、
書
類
を
受
理
し
た
県
が
こ
の
伝
法
寺
の
産
廃

中
間
処
理
施
設
を
審
査
し
て
い
る
最
中
に
、
県
の
担
当
幹
部
が
公
の
場
で
加
熱
処

理
は
不
安
要
素
が
多
い
と
発
言
し
た
こ
と
は
、
私
は
理
解
に
苦
し
む
し
、
地
元
の

伝
法
寺
の
町
内
会
関
係
者
も
驚
い
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
に
つ

い
て
は
十
和
田
市
全
体
の
方
々
も
非
常
に
不
安
に
思
っ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。 

 
 

そ
こ
で
質
問
で
す
が
、
二
月
二
十
四
日
の
新
聞
で
は
、
県
幹
部
が
加
熱
処
理
は

不
安
要
素
が
多
い
と
発
言
し
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
、
施
設
の
建
設
計
画
が
あ
る

十
和
田
市
は
ど
う
と
ら
え
れ
ば
よ
い
の
か
、
同
じ
地
方
自
治
体
で
あ
る
十
和
田
市

は
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
の
か
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。 

 
 

三
点
目
の
質
問
は
、
二
月
二
十
三
日
の
県
境
不
法
投
棄
原
状
回
復
対
策
協
議
会

で
県
幹
部
は
、
二
〇
〇
八
年
度
以
降
の
産
廃
処
理
に
つ
い
て
は
新
た
に
県
内
二
カ

所
の
産
廃
中
間
処
理
施
設
を
確
保
で
き
る
見
通
し
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
る
と
と
も

に
、
産
廃
処
理
に
つ
い
て
加
熱
を
前
提
に
し
て
き
た
が
、
加
熱
に
と
ら
わ
れ
過
ぎ

て
実
績
を
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
、
今
後
は
普
通
産
廃
を
埋
め
立
て
処
分
す
る

方
針
に
転
換
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
一
方
に
お
い
て
県
が
今
ま
で
産
廃
の
加
熱
処

理
を
委
託
し
て
き
た
青
森
Ｒ
Ｅ
Ｒ
、
八
戸
セ
メ
ン
ト
の
両
施
設
で
の
処
理
が
休
止

状
態
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
伝
法
寺
に
建
設
計
画

の
産
廃
中
間
処
理
施
設
の
今
後
の
行
方
に
も
影
響
を
与
え
る
と
思
う
し
、
そ
れ
こ

そ
加
熱
処
理
の
不
安
要
素
に
結
び
つ
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
こ
で
質
問

で
す
が
、
青
森
Ｒ
Ｅ
Ｒ
が
自
主
休
止
、
八
戸
セ
メ
ン
ト
も
二
月
か
ら
県
境
産
廃
を
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受
け
て
お
ら
ず
と
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
十
和
田
市
と
し
て
も
調
査
を
し

て
い
る
の
か
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。 

 
 

次
に
、
道
路
行
政
に
つ
い
て
お
尋
ね
い
た
し
ま
す
。
十
和
田
中
学
校
前
、
穂
並

町
六
日
町
山
線
の
道
路
に
つ
い
て
お
尋
ね
い
た
し
ま
す
。
去
年
六
月
ご
ろ
地
主
と

話
が
つ
い
た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
が
、
工
事
が
一
向
に
進
ま
ぬ
の
は
な
ぜ
か
お
尋

ね
い
た
し
ま
す
。
去
年
十
一
月
ご
ろ
、
水
路
は
工
事
が
で
き
て
お
り
ま
す
。
道
路

は
そ
の
ま
ま
、
危
険
で
は
な
い
の
か
お
尋
ね
い
た
し
ま
す
。 

 
 

簡
単
で
す
が
、
壇
上
よ
り
質
問
を
終
わ
り
ま
す
。 

〇
議
長
（
沢
目
正
俊
君
） 
中
野
渡
市
長 

 
 
 
 
 
 
 

（
市
長 

中
野
渡
春
雄
君 

登
壇
） 

〇
市
長
（
中
野
渡
春
雄
君
） 

今
泉
議
員
の
ご
質
問
に
お
答
え
い
た
し
ま
す
。 

 
 

私
か
ら
は
、
市
道
の
整
備
に
関
す
る
ご
質
問
に
お
答
え
い
た
し
ま
す
。
ま
ず
、

市
道
の
整
備
に
つ
い
て
は
各
地
域
と
、
そ
れ
か
ら
主
要
公
共
施
設
並
び
に
医
療
福

祉
施
設
と
を
結
ぶ
幹
線
道
路
を
優
先
的
に
進
め
な
が
ら
、
生
活
関
連
道
路
に
つ
い

て
も
緊
急
性
を
考
慮
し
て
計
画
的
に
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
ご
質
問

の
市
道
穂
並
町
六
日
町
山
線
の
整
備
部
分
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
二
十
年
度
の

早
期
実
施
を
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 
 

他
の
質
問
に
つ
き
ま
し
て
は
、
担
当
部
長
か
ら
答
弁
さ
せ
ま
す
。 

 
 

以
上
、
壇
上
か
ら
の
答
弁
と
い
た
し
ま
す
。 

〇
議
長
（
沢
目
正
俊
君
） 

民
生
部
長 

〇
民
生
部
長
（
立
崎
享
一
君
） 

産
業
廃
棄
物
に
関
す
る
ご
質
問
に
お
答
え
を
い
た

し
ま
す
。 

 
 

初
め
に
、
青
森
市
の
青
森
リ
ニ
ュ
ー
ア
ブ
ル
・
エ
ナ
ジ
ー
・
リ
サ
イ
ク
リ
ン
グ

株
式
会
社
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
問
題
に
つ
い
て
お
答
え
い
た
し
ま
す
。
確
か
に
報
道

に
あ
っ
た
と
お
り
、
県
で
平
成
十
九
年
六
月
に
実
施
し
た
同
社
周
辺
河
川
の
水
質

検
査
の
結
果
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
項
目
が
環
境
基
準
値
一
ピ
コ
グ
ラ
ム
を
超
え

る
二
・
八
ピ
コ
グ
ラ
ム
が
検
出
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
直
ち
に

健
康
被
害
を
も
た
ら
す
も
の
で
は
な
い
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
現
在
県
と
青
森
市

に
お
い
て
原
因
を
特
定
す
る
た
め
調
査
中
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
の
で
、

そ
の
情
報
収
集
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 
 

次
に
、
新
聞
報
道
で
加
熱
処
理
は
不
安
要
素
が
多
い
と
県
担
当
者
が
発
言
し
た

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
市
は
ど
の
よ
う
に
思
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て
お
答
え
い

た
し
ま
す
。
県
の
担
当
者
か
ら
発
言
の
真
意
を
伺
っ
た
と
こ
ろ
、
焼
却
施
設
は
年

二
回
そ
れ
ぞ
れ
約
一
カ
月
ほ
ど
施
設
の
稼
働
を
休
止
し
て
の
定
期
点
検
が
必
要
で

あ
り
、
そ
の
間
県
境
産
廃
を
搬
入
で
き
な
く
な
り
計
画
ど
お
り
に
処
理
が
進
ま
な

い
こ
と
か
ら
、
加
熱
処
理
は
不
安
要
素
が
多
い
と
い
う
発
言
に
な
っ
た
と
聞
い
て

お
り
ま
す
。
し
た
が
い
ま
し
て
、
あ
く
ま
で
も
加
熱
処
理
で
は
期
限
ま
で
間
に
合

わ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
焼
却
処
理
施
設
が
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
発
生
に
よ

り
環
境
汚
染
を
引
き
起
こ
す
不
安
要
素
と
い
う
意
味
に
は
受
け
と
め
て
お
り
ま
せ

ん
。 

 
 

次
に
、
青
森
リ
ニ
ュ
ー
ア
ブ
ル
・
エ
ナ
ジ
ー
・
リ
サ
イ
ク
リ
ン
グ
株
式
会
社
と

八
戸
セ
メ
ン
ト
の
二
社
と
も
に
県
境
産
廃
を
受
け
入
れ
て
い
な
い
こ
と
を
市
は
調

査
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
お
答
え
い
た
し
ま
す
。
青
森
リ
ニ
ュ
ー
ア
ブ
ル
・
エ
ナ

ジ
ー
・
リ
サ
イ
ク
リ
ン
グ
株
式
会
社
に
つ
い
て
は
、
周
辺
河
川
か
ら
環
境
基
準
を

超
え
る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
検
出
が
判
明
し
た
後
の
一
月
二
十
一
日
か
ら
県
が
県

境
産
廃
の
搬
入
を
停
止
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
八
戸
セ
メ
ン

ト
に
つ
い
て
は
年
二
回
の
定
期
点
検
を
実
施
す
る
た
め
、
二
月
一
日
か
ら
二
十
七

日
ま
で
の
期
間
、
焼
却
施
設
の
操
業
を
休
止
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
間

県
境
産
廃
の
搬
入
を
休
止
し
て
い
た
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。 

 
 

以
上
で
あ
り
ま
す
。 

〇
議
長
（
沢
目
正
俊
君
） 

建
設
部
長 

〇
建
設
部
長
（
苫
米
地
俊
廣
君
） 

市
道
整
備
に
関
す
る
ご
質
問
に
お
答
え
い
た
し

ま
す
。 

 
 

穂
並
町
六
日
町
山
線
の
未
整
備
部
分
に
つ
き
ま
し
て
は
、
利
用
者
に
大
変
ご
不
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便
を
お
か
け
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
昨
年
九
月
に
地
権
者
か
ら
の
協
力
を
得
、
用

地
買
収
は
完
了
い
た
し
ま
し
た
。
事
態
が
急
な
展
開
で
あ
っ
た
の
で
、
と
り
あ
え

ず
道
路
に
附
帯
す
る
農
業
用
水
路
の
切
り
か
え
工
事
を
先
行
し
て
施
工
い
た
し
ま

し
た
。
道
路
本
体
工
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
二
十
年
度
の
早
期
実
施
を
考
え

て
お
り
ま
す
。 

 
 

以
上
で
す
。 

〇
議
長
（
沢
目
正
俊
君
） 

九
番 

〇
九
番
（
今
泉
勝
博
君
） 
こ
の
県
境
産
廃
は
、
あ
な
た
方
は
な
ぜ
今
二
十
六
万
五

千
ト
ン
も
容
量
が
ふ
え
た
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
調
査
し
て
い
な
い
の
で
す
か
。

答
え
て
は
お
り
ま
せ
ん
ね
。
こ
れ
は
計
算
違
い
だ
っ
た
と
い
え
ば
そ
れ
ま
で
に
な

る
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
こ
に
平
成
十
九
年
二
月
に
調
査
し
た
、
岩
手
県
で

調
査
し
た
産
廃
の
調
査
結
果
書
が
あ
る
の
で
す
。
こ
の
中
に
、
実
は
七
月
二
十
六

日
の
調
査
に
お
い
て
南
調
整
池
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
に
基
準
超
過
が
見
ら
れ
た
と
、

三
・
五
ピ
コ
グ
ラ
ム
。
私
は
、
こ
の
特
別
産
廃
、
こ
う
い
う
こ
と
は
こ
の
よ
う
な

事
態
か
ら
特
別
産
廃
処
理
と
い
う
名
前
で
上
が
っ
て
き
た
と
、
こ
の
よ
う
に
思
っ

て
い
る
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
も
う
容
量
が
ふ
え
た
、
こ
れ
は
も
う
処
理
し
切

れ
な
い
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
普
通
産
廃
は
埋
め
立
て
を
す
る
と
、
こ
の
よ
う

に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
な
と
。 

 
 

そ
れ
で
、
お
伺
い
し
ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
の
特
別
産
廃
と
い
う
の
は
一
体
ど
の

よ
う
な
趣
旨
の
も
の
で
あ
る
か
。
十
和
田
市
に
こ
の
よ
う
な
施
設
が
来
た
場
合
に

は
危
険
で
は
な
い
の
か
。 

 
 

そ
れ
か
ら
、
先
ほ
ど
農
産
物
の
こ
と
も
壇
上
で
や
っ
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、

農
産
物
の
こ
と
に
つ
い
て
は
答
え
て
お
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
も
あ
わ
せ
て
ご
答
弁
願

い
ま
す
。 

 
 

そ
れ
か
ら
、
平
成
十
八
年
三
月
十
七
日
に
あ
の
伝
法
寺
金
目
地
区
に
産
業
廃
棄

物
中
間
処
理
施
設
、
こ
う
い
う
こ
と
で
市
長
、
あ
な
た
は
許
可
を
お
ろ
し
て
お
り

ま
す
、
農
振
除
外
手
続
の
。
と
こ
ろ
が
、
畑
山
議
員
が
平
成
十
八
年
九
月
十
二
日

に
質
問
し
て
あ
る
の
で
す
。
こ
の
と
き
、
市
長
の
真
後
ろ
に
お
り
ま
し
た
民
生
部

長
が
こ
の
よ
う
に
答
え
て
お
る
の
で
す
。
き
ょ
う
現
在
、
け
さ
確
認
を
い
た
し
ま

し
た
が
、
産
業
廃
棄
物
中
間
処
理
施
設
設
置
の
許
可
申
請
は
な
さ
れ
て
い
な
い
と

い
う
情
報
で
ご
ざ
い
ま
す
。
確
か
に
こ
れ
は
そ
の
と
お
り
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
本

施
設
に
お
い
て
懸
念
さ
れ
る
大
気
汚
染
、
排
水
対
策
、
風
評
被
害
等
の
公
害
問
題

に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
で
は
事
業
計
画
の
概
要
を
把
握
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と

か
ら
答
弁
で
き
る
状
態
で
は
な
い
と
。
前
に
許
可
お
ろ
し
て
い
な
が
ら
、
全
然
そ

の
よ
う
な
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
と
。
こ
れ
が
三
月
に
お
ろ
し
て
九
月
で
す
か
ら
、

わ
ず
か
な
時
間
の
う
ち
、
そ
ん
な
に
は
忘
れ
る
こ
と
は
な
い
と
思
う
の
で
す
、
私

は
。
判
を
押
し
た
人
が
。
こ
れ
は
、
こ
の
よ
う
に
何
も
聞
い
て
い
な
い
か
ら
答
え

る
こ
と
が
で
き
な
い
と
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
虚
偽
の
答
弁
に
当
た
ら
な
い
か
お

伺
い
い
た
し
ま
す
。 

〇
議
長
（
沢
目
正
俊
君
） 

民
生
部
長 

〇
民
生
部
長
（
立
崎
享
一
君
） 

お
答
え
い
た
し
ま
す
。 

 
 

ご
み
の
量
が
ふ
え
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
ご
み
の
比
重
の
見
直
し
に
よ
り
ご
み

が
ふ
え
た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。 

 
 

そ
れ
か
ら
、
野
菜
、
農
産
物
の
こ
と
と
お
話
し
し
て
い
ま
し
た
が
、
質
問
で
は

な
か
っ
た
よ
う
に
記
憶
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 

そ
れ
か
ら
、
特
別
産
廃
の
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
種
類
と
し
て
は
廃
油
、
廃

酸
、
廃
ア
ル
カ
リ
、
そ
れ
か
ら
感
染
性
産
業
廃
棄
物
等
々
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

そ
れ
か
ら
、
十
八
年
三
月
の
答
弁
の
こ
と
で
す
か
。
中
身
的
に
は
、
そ
の
こ
と

を
私
も
把
握
し
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
私
と
し
て
は
何
と
も
答
え
よ
う
が
な
い
わ

け
で
す
が
、
こ
れ
は
十
八
年
三
月
の
時
点
で
そ
の
産
廃
施
設
が
で
き
る
と
い
う
こ

と
に
つ
い
て
は
当
時
の
部
長
が
把
握
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
に
そ
の
と
お
り
答
え

た
と
い
う
ふ
う
に
理
解
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 

以
上
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 

（
「
市
長
に
答
え
て
と
、
市
長
に
。
市
長
が
許
可
申
請
、
許
可
し
た 
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か
ら
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〇
議
長
（
沢
目
正
俊
君
） 

九
番
議
員
、
あ
な
た
の
質
問
し
て
い
る
の
に
部
長
が
答

え
て
あ
り
ま
す
の
で
、
三
回
目
の
質
問
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 

九
番 

〇
九
番
（
今
泉
勝
博
君
） 

ま
た
今
こ
の
三
月
十
七
日
に
許
可
を
お
ろ
し
て
い
る
と
、

そ
れ
で
畑
山
議
員
が
質
問
し
た
の
に
対
し
て
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
な

か
っ
た
と
。
す
ぐ
前
に
市
長
は
許
可
お
ろ
し
た
の
わ
か
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。
そ

れ
で
い
て
こ
の
よ
う
な
こ
と
、
前
の
部
長
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
と
、
わ
か
ら
な
か

っ
た
と
答
弁
し
て
も
市
長
は
ち
ゃ
ん
と
覚
え
て
い
る
で
し
ょ
う
、
判
を
押
し
て
い

る
か
ら
。
そ
れ
だ
か
ら
市
長
に
答
弁
願
い
ま
す
と
い
う
の
で
す
よ
、
議
長
。
な
ぜ

こ
の
よ
う
な
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
か
。
こ
れ
で
は
、
こ
の
会
社
に
便
宜
を
図
っ

た
と
い
う
こ
と
に
指
摘
せ
ざ
る
を
得
な
い
、
私
は
こ
の
よ
う
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

市
長
、
こ
れ
に
つ
い
て
ど
う
思
っ
て
い
ま
す
か
。 

 
 

そ
れ
か
ら
、
こ
の
特
別
産
廃
と
い
う
の
は
非
常
に
危
険
、
有
害
物
質
を
含
ん
で

い
る
の
は
特
別
産
廃
と
、
私
は
こ
の
よ
う
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
で
、
今
青

森
県
で
は
が
ん
の
死
亡
率
が
全
国
で
六
番
目
と
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

が
ん
を
な
く
そ
う
と
い
う
の
で
二
〇
％
減
ら
そ
う
と
い
う
こ
と
で
運
動
を
し
て
お

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
こ
の
施
設
が
伝
法
寺
地
区
に
来
る
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
と
い
う
と
、
国
の
が
ん
を
減
ら
す
と
い
う
運
動
に
逆
行
し
て
は
い

な
い
か
答
弁
願
い
ま
す
。 

 
 

そ
れ
か
ら
、
青
森
で
調
査
し
た
調
査
結
果
書
が
あ
る
の
で
す
。
平
成
十
九
年
六

月
十
三
日
に
上
流
で
調
査
し
た
の
で
は
〇
・
〇
八
一
ピ
コ
グ
ラ
ム
、
そ
れ
か
ら
下

流
で
調
査
し
た
の
で
は
、
こ
の
同
じ
時
期
に
二
・
八
ピ
コ
グ
ラ
ム
、
こ
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
で
す
。
そ
し
て
、
上
流
で
十
九
年
十
月
二
十
五
日
の
調
査
で
は
〇

・
〇
二
七
、
そ
れ
か
ら
下
流
で
は
十
九
年
十
月
二
十
五
日
で
は
〇
・
九
四
、
こ
れ

は
一
ピ
コ
グ
ラ
ム
だ
か
ら
〇
・
九
四
は
本
当
に
近
い
と
、
こ
の
よ
う
に
な
っ
て
お

り
ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
の
よ
う
に
こ
の
周
辺
の
下
流
か
ら
出
た
と
い
う
こ
と
は
新

聞
で
も
取
り
上
げ
て
い
る
と
お
り
、
こ
の
施
設
か
ら
出
た
可
能
性
は
高
い
と
、
こ

の
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
か
ら
、
青
森
の
対
策
会
議
室
で
は
非
常
に
加
熱
処
理

は
不
安
要
素
が
多
い
。
不
安
要
素
が
あ
る
と
い
う
の
と
多
い
と
い
う
の
で
は
私
は

格
段
の
差
が
あ
る
と
思
う
の
で
す
。
だ
か
ら
、
あ
な
た
方
に
通
告
に
従
っ
て
ち
ゃ

ん
と
出
し
て
い
る
で
し
ょ
う
、
ど
の
よ
う
な
調
査
を
し
て
い
る
の
か
と
。
そ
う
す

る
と
い
う
と
、
今
は
判
然
と
し
な
い
、
簡
単
な
答
弁
で
す
。
こ
れ
で
は
、
十
和
田

市
民
が
、
特
別
産
廃
で
あ
り
ま
す
か
ら
非
常
に
不
安
要
素
が
多
い
と
、
私
は
こ
の

よ
う
に
思
っ
て
お
り
ま
す
か
ら
、
再
度
質
問
し
て
終
わ
り
ま
す
。 

 
 

次
は
、
農
産
物
に
つ
い
て
は
壇
上
で
ち
ょ
こ
っ
と
や
っ
た
の
で
す
が
、
打
ち
合

わ
せ
の
と
き
な
か
っ
た
か
ら
っ
て
、
そ
の
と
お
り
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、

こ
の
施
設
が
来
る
こ
と
に
よ
っ
て
今
非
常
に
食
の
安
全
、
食
の
安
全
と
言
わ
れ
て

お
り
ま
す
。
生
産
者
が
全
部
表
示
し
て
や
ら
な
け
れ
ば
、
物
は
も
う
売
れ
な
い
時

代
に
な
っ
て
い
る
と
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
こ
の
産
廃
地
区
ば
か
り
で
は
な

く
て
十
和
田
市
全
体
で
生
産
し
た
農
産
物
が
、
や
や
も
す
れ
ば
今
中
国
で
農
薬
の

ギ
ョ
ー
ザ
が
あ
り
ま
し
た
ね
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
と
、
私
は

こ
の
よ
う
に
思
っ
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
当
局
の
ほ
う
は
こ
れ
ど
の
よ
う
に
思

っ
て
い
る
か
。
あ
そ
こ
か
ら
わ
ず
か
直
線
に
し
て
五
、
六
キ
ロ
で
す
か
、
離
れ
て

い
る
と
こ
ろ
に
十
和
田
市
で
は
有
名
な
野
菜
市
場
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
と

こ
ろ
に
私
は
こ
の
よ
う
な
施
設
が
来
る
と
い
う
こ
と
は
莫
大
な
影
響
が
あ
る
と
、

こ
の
よ
う
に
思
っ
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
市
長
、
こ
れ
に
つ
い
て
ど
う
思
っ
て

い
ま
す
か
。 

 
 

そ
れ
か
ら
、
こ
の
問
題
が
起
き
ま
し
て
農
家
に
対
し
て
風
評
被
害
が
あ
っ
て
物

が
売
れ
な
く
な
っ
た
と
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
ど
こ
が
こ
れ
補
償
す
る
の
で
す

か
。
県
で
す
か
、
市
で
す
か
、
そ
れ
と
も
業
者
で
す
か
。
こ
こ
を
は
っ
き
り
本
議

会
で
示
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
後
で
必
ず
こ
れ
が
、
今
の
青
森
Ｒ
Ｅ
Ｒ
で
一
千
三

百
五
十
度
、
こ
の
よ
う
な
国
内
最
大
級
の
大
型
機
械
と
、
こ
の
よ
う
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。
こ
こ
で
こ
の
文
書
を
見
ま
す
と
い
う
と
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
完
全
分
解
、
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一
千
三
百
五
十
度
の
高
温
域
を
通
過
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
を
完
全

に
分
解
す
る
と
、
こ
の
よ
う
な
大
型
の
施
設
で
も
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
が
出
て
い
る
と
。

果
た
し
て
今
十
和
田
市
に
申
請
し
て
い
る
機
械
が
こ
れ
に
匹
敵
す
る
よ
う
な
機
械

な
の
か
。
私
は
、
市
民
の
大
半
が
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
望
ん
で
い
な
い
と
、
こ
の

よ
う
に
思
っ
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
市
長
は
ど
の
よ
う
な
見
解
を
持
っ
て
い
る

か
、
ひ
と
つ
答
弁
願
い
ま
す
。 

〇
議
長
（
沢
目
正
俊
君
） 

農
林
部
長 

〇
農
林
部
長
（
斗
沢 
清
君
） 

先
ほ
ど
の
十
八
年
三
月
十
七
日
の
件
で
ご
ざ
い
ま

す
が
、
多
分
農
振
法
の
除
外
の
関
係
だ
と
思
い
ま
す
が
、
市
道
か
ら
当
該
開
発
地

域
に
約
六
百
平
米
だ
と
思
う
の
で
す
が
、
そ
こ
の
田
ん
ぼ
を
農
振
除
外
の
申
請
が

出
て
き
て
お
り
ま
し
た
。
そ
こ
の
段
階
で
は
、
そ
こ
を
除
外
し
て
も
農
業
上
、
影

響
を
及
ぼ
す
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
関
係
機
関
と
協
議
の
上
、
認
可
に

な
っ
て
い
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

そ
れ
か
ら
、
風
評
被
害
の
関
係
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
当
該
施
設
に
つ
き
ま
し
て

は
被
害
を
及
ぼ
さ
な
い
と
い
う
こ
と
か
ら
許
可
に
な
っ
て
い
る
も
の
と
い
う
ふ
う

に
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
被
害
は
発
生
し
な
い
も
の
と
い
う
ふ
う
に
受
け
と
め

て
お
り
ま
す
。 

〇
議
長
（
沢
目
正
俊
君
） 

民
生
部
長 

〇
民
生
部
長
（
立
崎
享
一
君
） 

有
害
が
発
生
し
、
が
ん
の
、
そ
れ
か
ら
二
〇
％
減

を
目
標
に
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
ど
の
よ
う
な
認
識
を
持
っ
て
い
る
の
か
と
い
う

こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
私
ど
も
と
し
て
は
こ
の
施
設
、
産
廃
施
設
に
つ
き
ま
し

て
は
公
害
防
止
対
策
、
そ
れ
か
ら
環
境
被
害
対
策
を
講
ず
る
目
的
で
厳
し
い
構
造

基
準
並
び
に
維
持
管
理
基
準
を
設
定
し
て
お
り
ま
す
。
し
た
が
い
ま
し
て
、
が
ん

と
環
境
汚
染
の
因
果
関
係
に
つ
い
て
は
ま
だ
認
識
を
い
た
し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、

い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
環
境
汚
染
は
発
生
し
な
い
も
の
と
い
う
ふ
う
に
思
っ

て
お
り
ま
す
。 

 
 

以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 

（
「
機
械
は
頼
れ
る
機
械
な
の
か
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
） 

〇
議
長
（
沢
目
正
俊
君
） 

発
生
し
な
い
と
い
う
答
弁
を
し
て
い
ま
す
の
で
。 

 
 

答
弁
漏
れ
な
い
で
す
ね
。 

 
 

暫
時
休
憩
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

午
前 

十
時
三
十
七
分 

休
憩 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

午
前 

十
時
三
十
八
分 

開
議 

〇
議
長
（
沢
目
正
俊
君
） 

休
憩
を
解
い
て
会
議
を
開
き
ま
す
。 

 
 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

 
 
 
 
 
 
 

（
「
議
長
、
議
事
進
行
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
） 

〇
議
長
（
沢
目
正
俊
君
） 

二
十
番 

〇
二
十
番
（
杉
山
道
夫
君
） 

発
言
者
側
に
は
答
弁
を
指
定
す
る
権
利
が
含
ま
れ
る

の
で
す
。
質
問
者
は
市
長
に
聞
き
た
い
と
言
っ
て
い
る
の
だ
よ
。
や
っ
ぱ
り
市
長

は
市
長
と
し
て
の
責
任
と
し
て
、
全
体
の
責
任
者
だ
か
ら
、
中
身
の
み
た
だ
し
ゃ

べ
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
だ
け
れ
ど
も
、
答
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
し
ょ

う
。
部
長
が
し
ゃ
べ
れ
ば
い
い
と
い
う
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。 

〇
議
長
（
沢
目
正
俊
君
） 

暫
時
休
憩
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

午
前 

十
時
三
十
九
分 

休
憩 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

午
前 

十
時
四
十
一
分 

開
議 

〇
議
長
（
沢
目
正
俊
君
） 

休
憩
を
解
い
て
会
議
を
開
き
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

発
言
の
取
り
消
し
に
つ
い
て 

〇
議
長
（
沢
目
正
俊
君
） 

先
ほ
ど
の
私
の
発
言
の
「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
」
を
取
り
消
し
、
議
事
に
戻
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〇
議
長
（
沢
目
正
俊
君
） 

答
弁
を
求
め
ま
す
。 
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市
長 

〇
市
長
（
中
野
渡
春
雄
君
） 

先
ほ
ど
民
生
部
長
が
答
弁
し
た
と
お
り
で
ご
ざ
い
ま

す
。 

〇
議
長
（
沢
目
正
俊
君
） 

以
上
で
今
泉
勝
博
君
の
質
問
を
終
わ
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

休 

会 
の 

件 

〇
議
長
（
沢
目
正
俊
君
） 

お
諮
り
し
ま
す
。 

 
 

明
十
一
日
か
ら
十
三
日
ま
で
の
三
日
間
は
、
特
別
委
員
会
と
議
事
整
理
の
た
め

休
会
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
に
ご
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 
 
 
 
 
 

（
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
） 

〇
議
長
（
沢
目
正
俊
君
） 

ご
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。 

 
 

よ
っ
て
、
明
十
一
日
か
ら
十
三
日
ま
で
の
三
日
間
は
休
会
す
る
こ
と
に
決
定
し

ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

散 
 
 
 
 

会 

〇
議
長
（
沢
目
正
俊
君
） 

以
上
で
本
日
の
日
程
は
全
部
終
了
い
た
し
ま
し
た
。 

 
 

来
る
十
四
日
は
午
前
十
時
か
ら
本
会
議
を
開
き
、
各
議
案
の
審
議
を
行
い
ま
す
。 

 
 

本
日
は
こ
れ
に
て
散
会
を
し
ま
す
。 

 
 

大
変
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

午
前 

十
時
四
十
二
分 

散
会 

 


